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2026年(令和8年) 1月29日(木)曇り時々雪 第2861回(当年度第21回)例会 
職場訪問 高木煙火株式会社 

            
和食麺処サガミ大垣垂井店 
 
司 会 SAA 川崎 良一君 
 
会長挨拶 会長 沢田 昌久君 

みなさんこんにちは。 
 日本で観賞用花火を最初に見たのは、徳川家康と
も伊達政宗とも言われています。火薬を取り扱うこ
と自体、昔から軍事的な側面が強くあまり公開され
ることは無かったようです。 
その後、盛んに作られたのは三河地方でよくやられ
る手筒花火が有名なのは、皆さんもご存じかと思い
ます。 
本来観賞用の花火は、外国から来たようですが、今
日は花火の製造工程を高木煙火という場所にて見
学をさせて頂くことになり、色々な花火の製造工程
を学びたいと思います。今日はよろしくお願いしま
す。 
 
幹事報告 -別紙- 幹事 尾関 育良君 
 
出席報告 副委員長 松野 拓也君 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

56名 27名 31名 52.94% 

ニコボックス 副委員長 松野 拓也君 
〇本日の高木煙火株式会社の職場訪問、楽しみにし
ています。職業奉仕委員会の皆様よろしくお願いい
たします。 
沢田 昌久、中村 耕司、尾関 育良、佐藤 弘夫 各君 
 
○本日、職場訪問例会担当させて頂きます。 
長時間になりますが宜しくお願いします。 

北畑 祐二君 
 
○1/29(木)職場訪問例会 奉仕プロジェクト常任委
員会 職業奉仕委員会さん、よろしくお願いいたし
ます。 
高木煙火株式会社様 会社見学 よろしくお願いし
ます! 
森 弘好、冨永 典夫、杉浦 賢二、堀尾 庄一、 
片平 博己、杦本 哲一、猪子 明、長瀬 晴義、 
木本 寛、永田 広光、岩田 進市、近藤 道麿、 
三輪 慎一郎、伊藤 かね子 

各君 
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高木社長から挨拶をいただき、注意事項の説明があ
りました。 

悪天候であったため、仕込工室、仕上工室、火薬庫
の見学となりました。(丸の箇所) 
 
仕込工室では、3,4,5号玉の花火を見ました。 
9～15cm程の大きさで、玉ねぎの様な大きさでした。 
8号の花火では、玉の中の構造を見ました。 
仕上工室では、8号玉の仕上げで特殊な糊がついた
紙を何十にも貼り付けていました。 
実際の花火玉を持ち上げてみることが出来ました。 
重さは乳児程ということでしたが、まるでスイカを
持ち上げている様な感じでした。 
江南市民花火大会にて、翌日のゴミ拾いで花火のゴ
ミが落ちていますが、実際にどの部分でどの形なの
を知ることが出来ました。 
火気厳禁ということもあり、工場内には沢山の避雷
針が建っていました。各室では火が使えないため、
暖房は湯を循環させる様になっていました。 
工場内は撮影禁止の為、写真はございません。 
テレビ局取材時の動画を拝見することが出来まし
たのでYouTubeをご覧ください。 

 
 
 
 
 
 

https://youtu.be/aEc-dNyH05c?si=52y4O4Hngjce9d2C 

 

1921年(大正10年)創業ということで既に100年以
上となります。元々は大垣市の街の中に工場があり、
3代目にて現在地に移転しました。(現在は5代目) 
大垣市、垂井町、養老町の3境界の場所にあり、移転
当初は何もありませんでした。 
全国には花火の会社は150社程あり、花火製造と花
火打上が別々だったりすることもあるのですが、高
木煙火様は一貫して全て行っています。大きい玉は
20号という直径約60cmの花火まで製造しています。 
花火大会で見るだけではなく、その内側を知る良い
機会となりました。 

 
 
本日の食事 

 
 
会報掲示板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(担当: 委員長 野々垣 裕司) 
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